
令和元年度第2回

教職員さんかく講座
報告レポート

日時：令和元年（2019年）11月21日（木）13:45～16：30

場所：滋賀県立男女共同参画センター“Ｇ－ＮＥＴしが”大ホール

受講生：48名（男性29名、女性19名）

【第1講】

「滋賀県男女共同参画社会づくり副読本の活用について」

説明：岸田 修さん（栗東市立栗東西中学校教頭）

滋賀県女性活躍推進課が発行している「滋賀県男女共同参画

社会づくり副読本」の具体的な活用について、今年度改訂された

中学校教材を中心に説明していただきました。

教科とリンクし、グループでの主体的な学習を進められるように

シート形式になっています。滋賀県ＨＰからダウンロードできます。

＜小学生用＞

『わたしも あなたも 大切に』

①自分らしさを大切に

②大切な心と体

③家族の一員として協力しよう

④みんなでつくるわたしたちのまち

⑤夢に向かって！！

＜中学生用＞
◆キャリア教育
～あなたの将来をデザインしてみよう～
①まずは自分のことを知ろう！
②あなたの将来をデザインしてみよう！
＜先輩からのメッセージ＞
＜ミニコラム＞多様なセクシュアリティ

知ってる？デートＤＶ

◆家庭科 ～家族の協力～
①あなたの家庭を振り返ってみよう！
②家事労働の男女比較
③女性が働き続けられる社会とは
④あなたが住んでいる地域の中で

◆社会科 ～働く男女の平等を考える～
①女性の働いている割合
②世界と比較した日本の男女平等
③意思決定の場への女性の参画
＜男女共同参画のあゆみ＞

＜高校生用＞
◆進路指導
～あなたの将来をデザインしてみよう～
①自立ってどういうこと？
②まずは、自分のことを知ろう！
③あなたの将来をデザインしてみよう！
④みんなが輝く社会へ
⑤先輩からのメッセージ

◆現代社会 ～働く男女の平等を考える～
①女性の労働力率
②男女の賃金格差
③男女平等の職場をめざして
④世界と比較した日本の男女平等

◆家庭科
～男女が共に働き、共に家庭を築くために～
①あなたの考えを振り返ってみよう！
②家事労働の男女比較
③仕事と生活の調和って？
④女性が働き続けられる社会とは







【第２講】
「ジェンダーに配慮したカリキュラムの実践」

講師：奥野 佐矢子さん（神戸女学院大学准教授）

兵庫県出身。広島大学大学院教育学研究科博士課程単位取得退学。下関市立大学准教授を経て、現在
神戸女学院大学文学部総合文化学科准教授。専門は教育哲学、人間形成論。主要著作論文は『ダイバー
シティ時代の教育の原理―多様性と新たなるつながりの地平へ－』（共著、学文社、2018年）、『教育的関
係の解釈学』（共著、東信堂、2018年）、「ジェンダーに配慮したカリキュラムの動向について－教育現場に
おける展開－」（神戸女学院大学女性学インスティチュート『女性学評論』第30号、2016年）、「“ポスト”フェ

ミニズムと教育学の交叉－『ジェンダー・トラブル』以降のフェミニズムが問いかけるもの－」教育思想史学
会『近代教育フォーラム』第25号、2016年）、『旅する（日常を拓く知5）』（共著、世界思想社、2015年）など。

１．隠れたカリキュラム（hidden curriculum)
学校などにおいて明示されることなく暗黙の内に伝達される知識や規範のこと。
⇔顕在的カリキュラム（学校等が明示し、意図的・計画的に実施するフォーマルなカリキュラム）

▶学校教育の３つの次元における「隠れたカリキュラム」（河野銀子ほか『新版 教育社会とジェンダー』学文社、
2018）

①マクロ次元：制度としての学校（教育機会）
制度上の障壁は取り除かれたように見えるものの、進学実態における実質的差異。
高等教育進学率、修士課程・博士課程在籍率、短大・高専における男女比の不均衡、大学
における専攻分野、高等学校卒業後に就職した場合の職種（大海篤子『ジェンダーで学ぶ政治社会学
入門』世織書房、2010）

②ミドル次元：教科書
国語科、社会科、体育科、道徳科、家庭科などの教科書にひそむジェンダー。男性視点のト
ピックやステレオタイプな登場人物。

③ミクロ次元：授業

・体育科における持久走の例・・・「男子は大回り１周2キロを4周目標に、女子は大３周と小回

り１周５００Ｍを目標に」（河野ほか2018）

・理科のグループ実験の事例・・・実験のハイライトの部分を行う男子、実験の準備や記録を熱

心に行う女子（中澤智恵「学校は理科嫌いをつくっているか」村松泰子編『理科離れしているのは誰か』日本評論社,2004）

私たちの周囲で、ごく日常生活の中にジェンダー・バイアス（社会的・文化的な性差別や
偏見）が潜んでいます。教師の固定的性別役割分担意識やジェンダー・バイアスが進路
指導にも影響していたり、平等に見える学校の中にも明らかな不均衡があることに気づ
き、明らかにしていく作業が必要です。

２．ジェンダー平等教育の視点（多賀太「性の多様性とジェンダー平等の視点に立った教師教育を

めざして」全国私立大学教職過程協会第39回研究大会、第8分科会配布資料、2019）

＜ジェンダー・バイアスの例＞

学校の物理的環境

・男女別（男子が上）の名簿

・靴箱、ロッカー等の男女別（男子が先）の
配置
・集会時、教室等での男女別整列
・名札や上履き等の性による色分け
・男女別制服

教職員自身の言動による

・教職員組織における性別役割分業
・男子には「くん」、女子には「さん」

・児童生徒の性別によってほめ方や叱り方
の基準が異なる
・男女のステレオタイプに沿った進路指導

・一人ひとりの個性を見るより、「このクラス
の女子は・・・、男子は・・・」という見方にとら
われていないか

その区別は本当に必要だろうか？分けることに合理的な理由はあるのだろうか？
児童生徒に対して、性別による偏見をもって接していないか？



３．ジェンダー平等教育の実践

●学校を、子どもたちが性別にかかわらず、その個性と潜在能力を伸ばしていける
学習の場にしようとする試み

●特定の時間に特定の知識を教えれば済む、ものではない。教育・学習活動のあ
らゆる場面、あらゆる時間に関わる

●男女の役割の固定化につながる学校内の様々な慣習を解消していくためには、
まず教師が自らのもつジェンダー・バイアスに自覚的になることが必要

ジェンダー・バイアスに気づくアンテナを持つことで、教師自
身の生き方の選択肢も拡がり、子どもも教師も生きやすい
社会になるんだね！

４．ＬＧＢＴ問題と教育現場
ー学校における性的マイノリティへの関心の高まりー

ＬＧＢＴとは・・・「性的マイノリティ」を４タイプで代表させた呼び方
Ｌ：レズビアン（女性同性愛者）
Ｇ：ゲイ（男性同性愛者） → 性的指向（Sexual Orientation) 魅力を感じる性別の方向性

Ｂ：バイセクシュアル（両性愛者）
Ｔ：トランスジェンダー（性別越境者） → 性自認（Gender Identity) 自分自身の性別をどう思っているか

に関する、ある程度持続的な自己意
識（アイデンティティ）のこと

※他にもこの４類型に当てはまらない様々なタイプがある

身体的性別

性自認

性的指向

性役割

男 女

性はグラデーション

・「マイノリティ」の側
だけに名づけを行い、
マジョリティ側に対し
ては自らを何者であ
るか問うことを求めな
いネーミング

・ＬＧＢＴ＝性的マイノ
リティではない（ＬＧＢ
Ｔに含まれない性的
マイノリティの人もい
る

ＳＯＧＩ（ソギ/ソジ） Sexual Orientation Gender Identity

様々な性的指向のあり方と様々な性自認のあり方を包括す
る、少数派/多数派の区分を超えた概念

男

女０

男性でも
女性でも
ない

男性でも

女性でも
ある

性は多様であり、
自分も多様性の
連続体の中にいる

（石田仁,『はじめて学ぶＬＧＢＴ』ナツメ社、2019）



性的マイノリティの子どもの支援と男女平等教育は不可分

性的マイノリティの子どもの居場所は？

・多様なはずの性を「男」と「女」の2枠にあてはめようと
することで傷ついてしまう子どもがいる。

・学校での何気ない場面であっても性的マイノリティの
子どもにとってはどうかという視点が必要。

＜困難を感じやすい５つの原因＞
①学校空間が男女で分けられていること
②性的マイノリティの不在が前提となっていること
③子どもたちが正しい知識を得られにくいこと
④身近に相談できる人がいないこと

⑤ロールモデルが見えないこと

（石田,2019）

固定的な性役割を解消し、性別にかかわらず多様な生き方・
あり方を認めることは、

●女性差別の解消
●「男らしさ」に縛られた男性の生きづらさの解消
●「性的マイノリティ」が直面する困難や差別の解消

のいずれにもつながる。

児童生徒の中に「いない」のではなく
「伝えにくい」 → 孤立・居場所がない

今までに性的マイノリティ
の子どもと出会ったことが
ないんだけど・・・

まとめ

ＬＧＢＴに関する悩みの相談機関
●よりそいホットライン：性別や同性愛などの性的マイノリティについて相談できる
相談電話：０１２０－２７９－３３８ ※ガイダンスのあと4番を選ぶ（24時間通話料無料）

※岩手・宮城・福島からは０１２０－２７９－２２６
サイト：http://279338.jp/
●ＮＰＯ法人 ＱＷＲＣ：ＬＧＢＴの当事者やその家族、友人を対象とした電話相談。
相談電話：０６－６５８５－０７５１（第1月曜19:30～22:30）
メール：info@qwrc.org サイト：https://qwrc.jimdo.com

●ＡＧＰ電話相談：同性愛者本人やその家族の悩み、心の問題に対応する「こころの相談」と、
同性愛者の体の悩みや病気について相談できる「からだの相談」ダイアルがある。
相談電話：０５０－５５３９－０２４６（「こころの相談」毎週火曜20:00～22:00）
サイト：http://www.agp-online.jp

（石田,2019）
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